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*イキサゾミブ ………… A-22
イキセキズマブ…… 268, A-18
イグザレルト　→ リバーロキサバン
イクセロン　→ リバスチグミン
*イグラチモド …………  A-16
異型狭心症…………………  135
イコサペント酸エチル 
 …………  213, 232, A-12

胃酸分泌……………………  151
胃酸分泌抑制薬……………  173
異所性自動能………………  129
イスキア　→ アスピリン・ダイアル
ミネート配合

イスコチン　→ イソニアジド
イストラデフィリン…  97, A-4
胃相…………………………  149
*イソクスプリン ……… A-11
イソゾール　→ チアミラール
イソソルビド
 …  197, 264, 282, A-10

*イソニアジド …………  A-19
イソバイド　→ イソソルビド
*イソフェンインスリン …  A-13

イソフルラン………  102, A-5
イソプレナリン
 ……… 44, 125, 264, A-1

イソプロテレノール  …… 125
イソプロピルアンチピリン 
 ………………… 110, 247

イソプロピルウノプロストン
 ………………… 259, A-16

イソミタール　→ アモバルビタール
イソメニール　→ イソプレナリン
胃体部………………………  147
胃大腸反射  ……………… 154
痛み…………………………  104
イダルシズマブ  …………  216
一次凝集  …………  207, 208
一次血栓  …………………  208
一次痛………………………  104
*一硝酸イソソルビド …… A-6
胃腸運動調整薬……  155, 167
一過性不眠…………………  81
一酸化窒素…………………  120
胃底部………………………  147
イデルビオン → 第Ⅸ因子
遺伝子作用型受容体………  18
遺伝的素因  ………………  222
遺伝的なメカニズム………  273
遺伝因子への配慮…………  31
胃と腸の機能調節機構……  149
イトプリド…………  156, A-7
*イトラコナゾール ……  A-19
イトリゾール　→ イトラコナゾール
イナビル → ラニナミビル
胃粘膜保護・修復促進薬…  161
胃の機能と構造……  147, 148
イノシトール三リン酸……  52
イノバン　→ ドパミン
*イバンドロン酸 ………  A-14
イフェンプロジル…………  264
イブジラスト……… 264, A-16
イブプロフェン  … 247, A-15
イプラグリフロジン 
 ………………… 226, A-13

イプラトロピウム
 ………………57, 185, A-2

イブリーフ　→ イブプロフェン
イブリツモマブ チウキセタン 
 ………………… 307, A-22

*イプリフラボン ………  A-14
イホスファミド…… 295, A-20
イホマイド　→ イホスファミド
イマチニブ………… 304, A-22
イミキモド………… 267, A-17
イミグラン　→ スマトリプタン
イミダゾール系……………  284
イミダフェナシン……  57, A-2
イミダプリル…………228, A-7
イミドール　→ イミプラミン
イミプラミン……  78, 88, A-3
*イミペネム ……………  A-18
イムネース　→ テセロイキン
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イムノマックス-γ　
→ インターフェロンγ-1a

イムラン　→ アザチオプリン
イメンド　→ アプレピタント
意欲障害……………………  77
イラリス　→ カナキヌマブ
イリノテカン……… 300, A-21
イリボー　→ ラモセトロン
イレッサ　→ ゲフィチニブ
イロクテイト　→ 第Ⅷ因子
陰イオン交換樹脂  ………  231
陰イオンチャネル…………  18
インヴェガ　→ パリペリドン
インクレチン関連薬 
 …………………  224, 226

インサイド　→ インドメタシン
*インジセトロン …………  A-8
*インスリンアスパルト …  A-13
インスリン感受性  ………  223
*インスリングラルギン ……  A-13
*インスリングルリジン ……  A-13
インスリン受容体…………  18
インスリン製剤  …  223, 225
インスリン抵抗性…  222, 223
*インスリンデグルデク …… A-13
*インスリンデテミル ………  A-13
インスリンのグルコース取り込み
作用 ……………   222, 223

*インスリンリスプロ …  A-13
陰性症状……………………  73
インターカレーション…… 297
インターフェロン…………  308
*インターフェロンα …A-9, A-22
*インターフェロンγ-1a …  A-22
インターフェロン製剤……  170
インタール　→ クロモグリク酸
インダカテロール…  185, A-1
インダシン　→ インドメタシン
インダパミド……… 195, A-10
インテナース →  インドメタシン
インテナシン → インドメタシン
インテバン　→ インドメタシン
インデラル → プロプラノロール
インドメシン → インドメタシン
インドメタシン…… 247, A-15
*インフェンプロジル …  A-17
インフリキシマブ 
 …… 169, 252, 268, A-16

インライタ　→ アキシチニブ
ウイキョウ…………………  154
ウイルス……………………  272
ウイルス性肝炎……………  169
ウインタミン　→ クロルプロマジン
ヴォトリエント　→ パゾパニブ
ヴォン・ヴィレブランド因子 
 …………………………  207

右脚…………………………  116
ウステキヌマブ
 …………  268, A-8, A-18

ウタゲン　
→ クエン酸カリウム/クエン
酸ナトリウム

うつ病………………………  76
ウテメリン　→ リトドリン
ウブレチド　→ ジスチグミン
*ウメクリジニウム ………  A-2
ウラリット　→ クエン酸カリウ
ム/クエン酸ナトリウム

*ウラピジル ………………  A-1
ウリアデック → トピロキソスタット
ウリトス　→ イミダフェナシン
ウリナスタチン……  173, A-9
ウリモックス　→ 尿素
ウルソ　→ ウルソデオキシコール酸
ウルソデオキシコール酸
 …………… 171, 172, A-9

ウレパール　→ 尿素
ウロアシス　→ クエン酸カリウ
ム/クエン酸ナトリウム

ウロキナーゼ  …… 217, A-12
ウロナーゼ　→ ウロキナーゼ
ウロミテキサン　→ メスナ
運動神経………………  65, 198
運動神経系…………………  34
エアゾール剤………………  183
エアロゾル…………………  183
エイゾプト　→ ブリンゾラミド
エイフスチラ　→ 第Ⅷ因子
エイベリス　→ オミデネパグ
栄養輸液……………………  28
エカベト……………  161, A-7
液化亜酸化窒素 → 亜酸化窒素
易刺激性……………………  77
*エキセナチド …………  A-13
エクア　→ ビルダグリプチン
エクザール　→ ビンブラスチン
エクセグラン　→ ゾニサミド
エクリラ　→ アクリニジウム
エサンブトール → エタンブトール
エスエーワン　
→テガフール・ギメラシル・
オテラシル配合

エスシタロプラム……  79, A-3
*エスゾピクロン …………  A-3
エステル型…………………  61
エストラーナ　→ エストラジオール
エストラジオール……  238, A-14
エストリール　→ エストリオール
エスシタロプラム
レクサプロ…………………  A-3
エストリオール  … 238, A-14
エスポー → エポエチンアルファ
エスラックス　→ ロクロニウム
エスワンエヌピー 
→ テガフール・ギメラシル・
オテラシル配合

エスワンケーケー　
→ テガフール・ギメラシル・
オテラシル配合

エスワンタイホー　
→ テガフール・ギメラシル・
オテラシル配合

エスワンメイジ　
→ テガフール・ギメラシル・
オテラシル配合

エゼチミブ  ……… 231. A-14
エソメプラゾール…  158, A-7
エタネルセプト  … 252, A-16
エタンブトール…… 282, A-19
エチゾラム……………  87, A-4
*エチドロン酸 …………  A-14
エディロール → エルデカルシトール
エテンザミド  ……………  246
エドキサバン  …… 217, A-12
*エトスクシミド …………  A-4
*エトドラク ……………  A-15
エトポシド  ……… 300, A-21
エトレチナート…… 267, A-17
エドロホニウム………  54, A-2
エナラート　→ エナラプリル
*エナラプリル …………… A-6
エヌケーエスワン　
→ テガフール・ギメラシル・
オテラシル配合

エパキャップ → イコサペント酸エチル
エパデール → イコサペント酸エチル
エパラ → イコサペント酸エチル
エパルレスタット  ………  227
エビスタ　→ ラロキシフェン
エピナスタチン  … 255, A-16
エピビル　→ ラミブジン
エピペン　→ アドレナリン
エビリファイ　→ アリピプラゾール
エピレオプチマル → エトスクシミド
エフィエント　→ プラスグレル
ヱフェドリン「ナガヰ」　→ エフェ
ドリン

*エフェドリン ……………  A-1
エフェドリン塩酸塩 → エフェドリン
エフオーワイ　→ ガベキサート
エプタコグアルファ  ……  213
エプタゾシン………  109, A-5
エブトール　→ エタンブトール
エフピー　→ セレギリン
エブランチル　→ ウラピジル
エプレレノン  128, 196, A-10
エポエチンアルファ 
 ………………… 219, A-12

エポエチンベータ   219, A-12
エポジン　→ エポエチンベータ
エホニジピン………  143, A-6
エボロクマブ  …… 229, A-13
エムラ　→ プロピトカイン
エリキュース　→ アピキサバン
エリザス　→ デキサメタゾン
エリスパン　→ フルジアゼパム
エリスロシン　→ エリスロマイシン
*エリスロマイシン …… A-19
*エリブリン ……………  A-21

エルカトニン  …… 237, A-14
エルゴステロール…………  285
エルゴタミン………  112, 203
*エルゴタミン・カフェイン・イ
ソプロピルアンチピリン配合
 …………………………  A-5

エルゴメトリン…… 203, A-11
エルゴメトリンマレイン酸塩　
→　エルゴメトリン

エルシトニン　→ エルカトニン
エルデカルシトール 
 ………………… 237, A-14

エルトロンボパグ 
 …………  219, 220, A-12

エルプラット　→ オキサリプラチン
*エルバスビル ……………  A-9
*エルビテグラビル・コビシスタッ
ト・エムトリシタビン・テノホビ
ルアラフェナミド配合
 ……………………………  A-20

エルロチニブ……… 303, A-22
エレルサ　→ エルバスビル
エロビキシバット…  166, A-8
遠位尿細管…………  189, 190
塩基性抗炎症薬  …………  247
エンクラッセ　→ ウメクリジニウム
円形脱毛症…………………  269
エンケファリン………  72, 106
塩酸バンコマイシン → バンコマイシン
塩酸プロカイン　→ プロカイン
塩酸プロカルバジン → プロカルバシン
炎症…………………  182, 241
炎症性細胞…………………  182
炎症性腸疾患………………  155
炎症性腸疾患治療薬………  168
遠心路………………………  34
延髄……………………  69, 70
エンタカポン…………  97, A-4
円柱上皮細胞………………  152
エンテカビル………  170, A-9
エンテロクロマフィン細胞
 …………………………  162

エンテロノン-R　→ 抗菌薬耐性
乳酸菌

エンドキサン → シクロホスファミド
エンドルフィン……………  72
*エンバグリフロジン …  A-13
塩プロ　→ プロカイン
エンブレル　→ エタネルセプト
エンペシド → クロトリマゾール
塩類下剤……………………  164
オーキシス　→ ホルモテロール
オータコイド  ……  242, 243
オーラップ　→ ピモジド
*オーラノフィン ………  A-15
オイグルコン → グリベンクラミド
オイテンシン　→ フロセミド
オイラゾン　→ デキサメタゾン
嘔吐
 …… 148, 162, 298, 299
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嘔吐中枢……………………  162
オウバク……………………  154
オキサゾラム  ……… 87, A-4
オキサゾリジノン系合成抗菌薬
 …………………………  280

オキサトミド  ……………  255
*オキサプロジン ………  A-15
オキサリプラチン… 299, A-21
オキサロール → マキサカルシトール
オキシカム系  ……………  245
オキシコドン  ………108, A-5
オキシコンチン　→ オキシコドン
オキシトシン……… 203, A-11
*オキシブチニン …………  A-2
*オキシペルチン …………  A-3
オキシメテバノール
 ………………… 179, A-10

オキセサゼイン………  64, A-2
オキノーム　→ オキシコドン
オキファスト　→ オキシコドン
オキリコン　→ オザグレル
オクトコグアルファ  ……  213
オザグレル
  …  213, 254, A-12, A-16

オザペン →　オザグレル
悪心…………… 162, 298, 299
オステラック　→ エトドラク
オステン → イプリフラボン
オセルタミビル…… 287, A-20
オダイン →　フルタミド
オデズラ　→ アプレミラスト
オデフシイ　→ リルピビリン・
エムトリシタビン・テノホビ
ルアラフェナミド配合

オノアクト　→ ランジオロール
オノン　→ プランルカスト
オパイリン　→ フルフェナム酸
オパルモン → リマプロストアル
ファデクス

オピエート…………………  106
オピオイド…………  104, 106
オピオイド受容体…………  105
オピオイド受容体刺激薬…  156
オピオイド受容体遮断薬…  179
オピオイド受容体部分刺激薬
 …………………………  179

オピオイドスイッチング…  112
オピオイドペプチド………  106
オビソート　→ アセチルコリン
オファツムマブ…… 306, A-22
オプジーボ　→ ニボルマブ
オプソ　→ モルヒネ
オフテクター → オフロキサシン
オフロキサシン…… 280, A-19
オマリズマブ……… 186, A-10
*オマリグリプチン …… A-13
*オミデネパグ …………  A-16
オメガシン　→ ビアペネム
オメプラール → オメプラゾール
オメプラゾール……  158, A-7

オメプラゾン → オメプラゾール
オラスポア　→ セフロキサジン
オラセフ → セフロキシムアキセチル
オラペネム → テビペネムピボキシル
オランザピン…………  76, A-3
オリベス　→ リドカイン
オルガドロン → デキサメタゾン
オルガラン　→ ダナパロイド
オルセノン → トレチノイントコフェリル
オルドレブ　→ コリスチン
*オルプリノン ……………  A-6
オルプロリクス　→ 第Ⅸ因子
オルベスコ　→ シクレソニド
オルミエント　→ バリシチニブ
オレキシン受容体遮断薬の催眠
作用  ………………………85

オレンシア　→ アバタセプト
*オロパダジン …………  A-16
オングリザ → サキサグリプチン
オンコビン　→ ビンクリスチン
オンダンセトロン
 …………………  163, A-8

オンブレス → インダカテロール

■ か ■
外因系  ……………  207, 208
開口分泌……………………  51
外耳…………………………  262
カイトリル　→ グラニセトロン
カイプロリス　→ カルフィズゾミブ
外膜…………………………  258
カイロック　→ シメチジン
カイロミクロン  …………  228
化学受容器…………………  120
化学受容器反射……………  120
化学受容器引金帯…………  162
化学療法……………………  294
過活動膀胱…………………  199
蝸牛…………………………  262
角化症治療薬………………  267
核内受容体…………………  18
角膜…………………………  258
角膜治療薬…………………  261
下行脚………………………  190
下行性疼痛抑制系…  105, 106
カサール　→ ビダラビン
ガスター　→ ファモチジン
ガストリン…………  149, 152
ガストローム　→ エカベト
ガストロゼピン → ピレンゼピン
ガスモチン　→ モサプリド
ガス交換……………………  120
ガス性麻酔薬………………  101
*カスポファンギン ……  A-19
カソデックス　→ ビカルタミド
カタクロット　→ オザグレル
カタプレス　→ クロニジン
カタリン　→ ピレノキシン
カチーフN　→ フィトナジオン

活性化血小板  ……………  214
活性型ビタミンD3  ………  237
活動電位………………  40, 65
活動電位持続時間を延長する薬
 …………………………  134

合併症治療薬  ……………  227
カディアン　→ モルヒネ
カテコール-O-メチル基転移酵
素阻害 …………………  97

カテコールアミン…………  125
カドサイラ → トラスツズマブ エ
ムタンシン

カトレップ　→ インドメタシン
カナキヌマブ  …… 252, A-16
*カナグリフロジン ……  A-13
カナグル　→ カナグリフロジン
ガナトン　→ イトプリド
カナマイシン……… 282, A-19
カバサール　→ カベルゴリン
*カバジタキセル ………  A-21
ガバペン　→ ガバペンチン
*ガバペンチン ……………  A-4
ガバペンチンエナカルビル →ガバペンチン
カピステン　→ ケトプロフェン
過敏性腸症候群……………  164
過敏性腸症候群治療薬
 …………………  167, 168

過敏反応  …………………  253
カプシド……………………  285
カプトプリル………  141, A-6
カプトリル　→ カプトプリル
カプトルナ　→ カプトプリル
ガベキサート………  173, A-9
カペシタビン……… 296, A-21
カベルゴリン…………  96, A-4
カモスタット………  173, A-9
硝子体………………………  258
ガランターゼ →βーガラクトシダーゼ
ガランタミン  ……… 99, A-5
カリーユニ→ ピレノキシン
カリウム保持性利尿薬……  196
カルグート　→ デノパミン
カルシウムセンシタイザー
 …………………………  126

カルシトニン類  …………  237
カルシトリオール
  ………………  237，A-14

カルシポトリオール
  ………………… 267, A-17

カルテオロール
 …… 140, 259, A-1, A-16

カルデミン → カルシトリオール 
*カルバゾクロム ……… A-11
カルバペネム系抗生物質… 277
*カルバマゼピン …………  A-4
カルビドパ…………………  96
*カルフィズゾミブ ……  A-22
カルプロニウム…… 269, A-18
カルベジロール
 ……  127, 134, A-2, A-5

カルベニン　→ パニペネム
カルペリチド………………  127
カルボキシメチルセルロース
 ………………………… 164

カルボシステイン… 181, A-10
カルボプラチン  … 299, A-21
カルメロース………  164, A-8
加齢性白内障………………  261
ガレノキサシン…… 280, A-19
カロナール　→ アセトアミノフェン
カロリール　→ ラクツロース 
癌  …………………………  293
眼圧の調節…………………  258
癌化学療法  ……………… 294
感覚神経……………………  34
肝機能改善薬………………  171
眼球の構造と機能  ……… 258
環境要因  …………………  222
冠血管………………………  115
冠血管拡張薬………………  137
カンサイダス　→ カスポファンギン
ガンシクロビル…… 286, A-20
肝疾患……………………… 169
癌性疼痛……………………  111
間接型…………………  43, 54
間接型アドレナリン受容体刺激薬
  ……………………………43

関節リウマチ治療薬  ……  248
乾癬…………………………  268
感染…………………………  272
完全寛解……………………  293
完全作動薬……………  19, 22
感染症………………………  272
感染症治療薬………………  276
乾癬治療薬  ……………… 267
肝臓  …………………………26
肝臓における薬の代謝……  27
カンデサルタンシレキセチル
 ……………………142, A-7

含糖酸化鉄  ……… 218, A-12
間脳…………………………  69
癌の病態……………………  293
カンプト　→ イリノテカン
癌免疫療法…………………  307
カンレノ酸………… 196, A-10
冠攣縮性狭心症……………  135
緩和医療……………………  111
機械的下剤…………………  164
気管支拡張薬………………  182
気管支喘息治療薬
 ………………… 182, 183

キサラタン　→ ラタノプロスト
キサンチン誘導体  ……… 185
キサンボン　→ オザグレル
器質性狭心症………………  135
キシロカイン　→ リドカイン
偽性コリンエステラーゼ…  61
基礎活性……………………  22
喫煙…………………………  293
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拮抗的二重支配……………  37
拮抗薬の濃度-反応曲線 …  22
拮抗薬  ………………………20
気道  ……………………… 176
気道潤滑薬  ……………… 181
気道粘液修復薬…………… 181
気道粘液溶解薬……………  181
気道分泌促進薬……………  180
キニジン  ……………132, A-6
キニジン塩酸塩　→ キニジン
キヌプリスチン  ………… 279
*キヌプリスチン・ダルホプリス
チン配合 ……………  A-19

キネダック  …………… A-13
キノイド学説  …………… 261
機能性ディスペプシア……  155
キノロン系………………… 280
揮発性麻酔薬………………  101
キプレス　→ モンテルカスト
気分安定薬  …………………80
気分障害  ……………………77
逆作動薬の濃度-反応曲線  22
逆作動薬……………………  20
逆作動薬の濃度-反応曲線  22
キャベジンU　→ メチルメチオ
ニンスルホニウム

球形嚢  …………………… 262
求心路  ………………………34
吸収  …………………… 25, 29
吸収上皮細胞………………  152
急性炎症  …………  241, 242
急性冠症候群……………… 135
急性感染期  ……………… 288
急性心不全  ……………… 122
急性心不全の治療薬  …… 125
急性膵炎  ………………… 173
急性痛風発作に用いられる薬 
  ………………………… 232

吸着薬  …………………… 166
吸入副腎皮質ステロイド薬
 …………………………  182

吸入麻酔薬  ……… 100, 101
吸入薬  …………………… 183
吸入薬の薬物動態…………  184
キュバール　→ ベクロメタゾン
キュビシン　→ ダプトマイシン
橋  ……………………………69
競合的拮抗薬  ………………20
競合的拮抗薬存在下の作動薬の
濃度-反応曲線 …… 22, 23

競合性遮断薬  ………………66
強心配糖体………………… 128
狭心症………………  134, 135
キョウペリン → ベルベリン
強膜  ……………………… 258
キョーフィリン→ アミノフィリン
キョウミノチン →グリチルリチン製剤
強力ネオミノファーゲンシー　
→ グリチルリチン製剤

局所熱感  …………………  241

局所ホルモン  ……………  242
局所麻酔薬………… 60, 61, 63
局所麻酔薬の副作用………  61
巨赤芽球性貧血  …………  219
去痰薬  …………………… 180
去痰薬の作用部位…………  181
キロサイド　→ シタラビン
近位尿細管…………  189, 190
筋固縮………………………  95
節後線維……………………  36
筋小胞体  …………… 65, 117
筋性血管  ………………… 119
節前線維……………………  36
筋層間神経叢………………  152
金チオリンゴ酸ナトリウム 
 ………………… 251, A-15

グアイフェネシン… 180, A-10
グアンファシン……………  44
グーフィス → エロビキシバット
クエストラン → コレスチラミン
クエチアピン…………  76, A-3
クエンメット　→ クエン酸カリ
ウム/クエン酸ナトリウム

クエン酸カリウム・クエン酸ナトリ
ウム配合  ……… 234, A-14

クエン酸第一鉄ナトリウム 
 ………………… 218, A-12

クエン酸マグネシウム  … 164, 
A-8

薬の作用……………………  16
薬の濃度と作用の強さの関係
 ……………………………20

薬の標的分子  ………… 15, 16
クプラ………………………  262
クマリン系経口抗凝固薬 
 …………………………  216

苦味健胃薬  ……………… 154
グラクティブ → シタグリプチン
グラケー　→ メナテトレノン
グラシナ　→ グラゾプレビル
*グラゾプレビル …………  A-9
グラナテック　→ リパスジル
グラニセトロン……  163,  A-8
クラビット → レボフロキサシン
クラフォラン → セフォタキシム
クラミジア  ……………… 272
グラム陰性菌  …………… 272
グラム陽性菌  …………… 272
クラリシッド → クラリスロマイシン
クラリス　→ クラリスロマイシン
クラリスロマイシン 
 ………………… 279, A-19

グラン　→ フィルグラスチム
クリアクター → モンテプラーゼ
クリアナール　→ フドステイン
クリアミン　→ エルゴタミン・
カフェイン・イソプロピルア
ンチピリン配合

グリア細胞…………………  70
グリクラジド  …… 227, A-13

*グリクロピラミド ……  A-13
*グリチルリチン製剤 …… A-9
グリコペプチド系抗生物質
 …………………………  278

グリコラン　→ メトホルミン
グリコリン　→ グリチルリチン製剤
グリシン……………………  71
クリスマシンM　→ 第Ⅸ因子
グリセオール　→ 濃グリセリン
グリセリン…………………  197
グリセレブ　→ 濃グリセリン
グリチルリチン……  171， A-9
グリチロン→… グリチルリチン
グリニド系薬……………… 227
*クリノフィブラート …  A-14
クリノリル　→ スリンダク
グリファーゲン → グリチルリチン
グリベック　→ イマチニブ
グリベンクラミド
  ………………… 227, A-13

グリポーゼ　→ 濃グリセリン
グリマッケン　→ 濃グリセリン
グリミクロン　→ グリクラジド
グリメピリド  …… 227, A-13
クリンダマイシン… 279, A-19
グルカゴン様ペプチド-1 
 …………………………  224

グルコース依存性インスリン分泌
刺激ポリペプチド …… 150

グルココルチコイド
 ……  164, 183, 233, 269

グルコバイ　→ アカルボース
グルタチオン
 …………  261, A-9, A-17

グルタミン酸………………  71
グルタミン酸受容体機能の抑制 
 ………………………… 101

グルトパ　→ アルテプラーゼ
グルファスト　→ ミチグリニド
*グレカプレビル・ピブレンタス
ビル配合 ………………  A-9

グレースビット → シタフロキサシン
クレストール → ロスバスタチン
クレミン　→ モサプラミン
クレンブテロール…  200, A-1
クロキサゾラム………  87, A-4
クロザピン……………  76, A-3
クロザリル　→ クロザピン
クロスエイトMC　→ 第Ⅷ因子
クロダミン　→ クロルフェニラミン
クロチアゼパム…87, 264, A-4
*クロトリマゾール …… A-19
クロナゼパム…………  92, A-4
クロニジン…………  143, A-1
クロバザム……………  92, A-4
クロピドグレル  … 215, A-12
*クロフィブラート  …… A-14
クロマイ →　クロラムフェニコール
クロミプラミン…  78, 88, A-3

クロモグリク酸 
 …………  255, 265, A-16

クロモフェン　→ クロモグリク酸
クロモリーク　→ クロモグリク酸
クロラゼプ酸…………  87, A-4
クロラムフェニコール
 ………………… 280, A-19

クロラムフェニコール系
抗生物質  ……………… 280

クロルジアゼポキシド
 ……………………  87, A-4

クロルフェニラミン 
  ………………… 255, A-16

*クロルプロパミド ……  A-13
*クロルプロマジン ………  A-3
クロルマジノン
 …  201, 301, A-11, A-21

クロロマイセチン → クロラムフェ
ニコール

ケアラム　→ イグラチモド
ケアロードLA　→ ベラプロスト
経口血糖降下薬  …………  224
経口直接Ⅹa阻害薬  ……  217
経口投与……………………  25
経口用鉄剤  ………………  218
ケイツー　→メナテトレノン
ケイツーN　→ メナテトレノン
ケイヒ………………………  154
下剤（その他）  …………… 166
頸部粘液細胞………………  147
ゲストノロン……… 201, A-11
ケタス　→ イブジラスト
ケタミン……………  103, A-5
ケタラール　→ ケタミン
血圧調節のメカニズム
 …………………  121, 139

血液/ガス分配係数 ………  101
血液凝固  …………  207, 208
血液凝固因子製剤  ………  212
血液凝固阻止薬  …………  206
血液凝固反応  ……  208, 210
血液に作用する薬  ………  206
血液の組成  ………………  207
血液の流れ…………………  115
血液脳関門  …………………70
血管拡張薬…………………  127
血管収縮薬…………………  62
血管床………………………  121
血管内皮細胞……53, 120, 207
血管内皮細胞増殖因子……  305
血管内皮細胞増殖因子受容体
 ………………………… 305

血管の構造…………………  118
血管平滑筋…………………  143
血球減少をきたす疾患…… 220
結合なくして作用なし……  15
血漿…………………………  188
血小板凝集…………   207, 208
血小板凝集阻害薬  ………  206
血小板由来成長因子………  304



IN
D
EX

I-7

血栓  ………………………  211
血栓症  ……………………  215
血栓塞栓症  ………………  215
血栓溶解薬  ………  206, 217
ケトチフェン  …… 255, A-16
*ケトプロフェン ………  A-15
ケナコルト-A → トリアムシノロン
解熱鎮痛薬  ………  110, 247
ケノデオキシコール酸
 …………………  172, A-9

ゲファルナート……  161, A-7
ゲフィチニブ……… 303, A-22
ケブザラ → サリルマブ
ケフラール →　セファクロル
ケフレックス → セファレキシン
ゲーベン　→ スルファジアン銀
ケベラS　→ グリチルリチン
ケミカルメディエーター…  177
ケミカルメディエーター
産生抑制薬   …………… 254

ケミカルメディエーター
受容体遮断薬  …………  255

ケミカルメディエーター
遊離抑制薬  ……………  255

ゲムシタビン……… 297, A-21
ゲムツズマブ オソガマイシン 
 ………………… 306, A-22

ゲメプロスト……… 204, A-11
ケラチナミン　→ 尿素
下痢…………………  162, 164
ケリグロール　→ ベタメタゾン
ケルロング　→ ベタキソロール
ゲル層………………………  178
ケーワン　→ フィトナジオン
健胃薬………………………  154
原因療法薬  ……………… 272
原核生物  ………………… 272
減感作療法  ……… 254, 256
ゲンタシン　→ ゲンタマイシン
*ゲンタマイシン ………  A-19
ゲンチアナ…………………  154
ゲンボイヤ　→ エルビテグラビル・
コビシスタット・エムトリシタビ
ン・テノホビルアラフェナミド配
合

コージネイト　→ 第Ⅷ因子
コートリズム → シロスタゾール
コートリル　→ コルチゾール
コートン　→ コルチゾン
コアキシン　→ セファロチン
コアテック　→ オルプリノン
コアヒビター → ナファモスタット
コアベータ　→ ランジオロール
抗CD20抗体の作用機序 …  306
抗HER2抗体の作用機序 ……  304
抗PD-1抗体の作用機序 ……  307
抗PD-L1抗体の作用機序 …  307
抗RANKLモノクローナル抗体 
 …………………………  238

抗VEGF薬の作用機序 … 305

抗アレルギー薬
 …………… 182, 186, 254

抗アンドロゲン薬
 …………………  201, 301

抗インフルエンザウイルス薬 
 ………………… 286, 287

抗ウイルス薬………  170, 285
抗うつ薬…………  77, 88, 111
抗うつ薬の作用機序………  78
抗エストロゲン薬…………  300
抗炎症薬  …………  240, 242
高カロリー輸液療法………  28
抗肝炎ウイルス薬の細胞内作用
機序 ……………………  171

交換血管……………………  119
交感神経機能抑制薬………  50
交感神経機能抑制薬………  46
交感神経系……………  34, 37
交感神経興奮効果抑制薬
 ……………………  46, 47

交感神経興奮様薬  ………  43
抗癌性抗生物質……………  297
抗癌薬と癌治療……………  293
抗癌薬投与時の支持療法… 309
抗凝固薬   …… 206, 215, 216
抗狭心症薬…………  135, 136
抗菌スペクトル……………  273
向筋肉性鎮痙薬……………  174
抗菌薬………………………  272
*抗菌薬耐性乳酸菌 ………  A-8
攻撃因子……………………  156
高血圧………………………  137
高血圧症……… 137, 138, 222
抗結核薬……………………  282
抗結核薬の作用機序………  283
抗血小板薬  … 206, 213, 214
抗血栓薬  …………………  206
抗コリン薬…………………  55
抗サイトメガロウイルス薬
 …………………………  286

虹彩  ……………………… 258
高脂血症  …………………  228
抗真菌性抗生物質…………  284
抗真菌薬  ………………… 283
抗真菌薬（その他） ………  285
向神経性鎮痙薬……………  174
合成オピオイド鎮痛薬……  109
合成ケイ酸アルミニウム…  162
合成抗トロンビン薬  ……  216
合成高分子化合物…………  167
抗精神病薬の作用と副作用
 …………………………  75

合成第Ⅹa因子阻害薬   …  216
抗躁効果……………………  81
酵素関連型受容体…………  18
酵素誘導……………………  84
抗体医薬品…………………  186
抗体薬物複合体……………  306
抗てんかん薬  … 90, 91, 111
後天性免疫不全症候群  … 288

高尿酸血症  ………………  232
高尿酸血症治療薬  ………  234
抗パーキンソン病薬  ………97
高比重リポタンパク質  …  228
抗ヒト胸腺細胞免疫グロブリン 
 ………………… 219, A-12

抗ヒト免疫不全ウイルス薬 
 ………………… 288, 289

後負荷………………………  122
抗不整脈薬…………  131, 133
興奮収縮連関  ………………65
興奮性神経伝達物質  ………71
興奮伝導の異常  ………… 129
興奮発生の異常  ………… 129
抗ペプシン薬  …………… 161
抗ヘルペスウイルス薬 
 ………………… 285, 286

硬膜外麻酔  …………… 61, 62
効力  …………………………21
高尿酸血症  ………………  232
コカール → アセトアミノフェン
コカイン…………  60, 63, A-2
コカイン塩酸塩　→ コカイン
呼吸…………………………  176
呼吸器系……………  175, 176
呼吸器の構造………………  176
呼吸興奮薬…………………  178
呼吸中枢を直接興奮させる薬
  ………………………… 179

コスパノン　→ フロプロピオン
コスメゲン　→ アクチノマイシンD
ゴセレリン………… 302, A-21
コセンティクス → セクキヌマブ
骨格筋収縮  …………  64, 66
骨芽細胞  …………………  235
骨粗鬆症  …………………  235
骨粗鬆症治療薬  ………… 236
骨代謝  ……………………  235
骨のリモデリング  ………  236
コデイン……………  106, 108, 
179, A-5, A-9

コデインリン酸塩 → コデイン
ゴナックス　→ デガレリクス
コバールトリイ　→ 第Ⅷ因子
コビシスタット……………  288
コペガス　→ リバビリン
個別化………………………  30
コムタン　→ エンタカポン
コメリアン → ジラゼプ
固有活性……………………  21
コラーゲン  ………………  207
コリスチン  ……… 281, A-19
*ゴリムマブ ……………  A-16
コリフメシン → インドメタシン
コリマイシン　→ コリスチン
コリン………………………  51
コリンアセチルトランスフェラーゼ
 …………………………  51

コリンエステラーゼ………  51

コリンエステラーゼ阻害薬
 ……………………  54, 201

コリン作動性受容体………  51
コルチコステロン  ………  243
コルチゾール  …… 243, A-15
コルチゾン  ……… 243, A-15
コルヒチン  ……… 232, A-14
コルホルシンダロパート
 …………………  126, A-6

コレキサミン → ニコモール
*コレスチラミン ………  A-14
コレスチミド  …… 231, A-14
コレバイン → …  コレスチミド
コレミナール　→ フルタゾラム
コロネル → ポリカルボフィルカルシウム
混合型  ………………  43, 232
混合ワクチン………………  290
コンスタン　→ アルプラゾラム
コントール → クロルジアゼポキシド
コントミン → クロルプロマジン
コンドロイチン硫酸
 ………………… 261, A-17

コンファクトF → 第Ⅷ因子

■ さ ■
サージセル・アブソーバブル・ヘモ
スタット → 酸化セルロース

細菌  ……………………… 272
サイクリックリポペプチド系抗生
物質 ……………………  282

サイクロセリン…… 282, A-19
最小肺胞内濃度  ………… 101
最小発育阻止濃度  ……… 273
再生不良性貧血  …………  219
催胆薬………………………  172
ザイティガ → アビラテロン
細動脈………………………  118
サイトテック → ミソプロストール
サイプレジン → シクロペントラート
細胞外液……………………  188
細胞内液……………………  188
細胞分裂……………………  294
細胞壁………………………  272
細胞膜7回貫通型受容体 ……17
ザイボックス　→ リネゾリド
サイメリン　→ ラニムスチン
サイモグロブリン　→ 抗ヒト胸
腺細胞免疫グロブリン

サイラムザ　→ ラムシルマブ
サイレース　→ フルニトラゼパム
ザイロリック　→ アロプリノール
サインバルタ　→ デュロキセチン
ザガーロ　→ デュタステリド
*サキサグリプチン ……  A-13
左脚…………………………  116
サクシゾン　→ コルチゾール
サクシニルコリン……………67
サケカルシトニン  ………  237
ザジテン → ケトチフェン



I-8 はじめの一歩の薬理学　第2版

サチュロ → ベダキリン
作動薬…………………………19
作動薬の濃度-反応曲線 
 ……………………… 21, 23

*ザナミビル ……………  A-20
ザファテック　→ トレラグリプチン
サブスタンスP ……………  72
サブタイプ  …………………42
サムスカ　→ トルバプタン
作用薬の分類………………  18
サラジェン → ピロカルピン
サラゾスルファピリジン
 ………………… 168, 281, 
A-8, A-16, A-19

サラゾピリン → サラゾスルファピリジン
サリチルアミド…………   246
サリチル酸   246, A-15, A-17
サリチル酸系  ……  245, 246
サリチル酸メチル  ………  246
サリチル酸誘導体  ……… 109
サリチル酸ワセリン………  267
サリドマイド  …… 308, A-22
サリルマブ  ……… 252, A-16
サリン  ………………………55
サルソニン　→ サリチル酸
ザルソロン　→ サリチル酸
サルタノール → サルブタモール
ザルティア　→ タダラフィル
ザルトラップ → アフリベルセプトベータ
*ザルトプロフェン ……  A-15
サルファ薬…………………  281
サルブタモール
 ……………  46, 185, A-1

サルポグレラート 
 ………………… 215, A-12

サルメテロール…44, 185, A-1
*サルメテロール・フルチカゾン
配合 …………………  A-10

サレックス　→ ベタメタゾン
サレド　→ サリドマイド
サロベール　→ アロプリノール
ザロンチン　→ エトスクシミド
サワシリン　→ アモキシシリン
酸化亜鉛……………………  266
*酸化セルロース ………  A-11
酸化マグネシウム
 …………… 162, 164, A-8
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中途覚醒型…………………  81
中脳  …………………… 69, 70
中膜  ……………………… 258

腸運動抑制薬………………  166
腸肝循環……………………  27
長期不眠……………………  82
腸細胞………………………  152
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痛覚伝導路  ……………… 104
痛風   ……………………… 232
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毒性…………………………  16
ドグマチール　→ スルピリド
*トコフェロールニコチン酸エス
テル …………………  A-14

床ずれ………………………  267
止瀉薬  …………… 164, 166
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トピロリック → トピロキソスタット
トファシチニブ…… 253, A-16
ドプス　→ ドロキシドパ
ドブタミン……  44, 125, A-1
ドブトレックス　→ ドブタミン
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体 …………………………36
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 …………………………  95
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ニューロキニンNK1受容体遮断
薬 ………………………  163

ニューロタン　→ ロサルタン
尿アルカリ化薬…………   234
尿細管再吸収  …………… 190
尿酸産生過剰型  …………  232
尿酸産生阻害薬  …………  235
尿酸トランスポーター  …  234
尿酸排泄促進薬  …………  234
尿酸排泄低下型  …………  232
尿素  ……………… 264, A-17
尿道括約筋  ……………… 198
尿の生成  ………… 188, 192
*ニロチニブ …………… A-22
妊娠糖尿病  ………………  222
認知症………………………  98
ニンラーロ　→ イキサゾミブ
ヌーカラ　→ メボリズマブ
ネオイスコチン　→ イソニアジド
ネオーラル　→ シクロスポリン
ネオキシ　→ オキシブチニン
ネオシネジン　→ フェニレフリン
ネオスチグミン
 ……………  54, 201, A-2

ネオドパストン　→ レボドパ・
カルビドパ配合

ネオドパゾール　→ レボドパ・
ベンセラジド配合

ネオビタカイン　→ ジブカイン
ネオファーゲン → グリチルリチン製剤
ネオフィリン → アミノフィリン
ネオペリドール → ハロペリドール
ネオラール　→ シクロスポリン
ネオレスタミンコーワ → クロルフェニラ
ミン

ネキシウム → エソメプラゾール
ネクサバール　→ ソラフェニブ
ネシーナ　→ アログリプチン
ネスプ　→ ダルベポエチンアルファ
ネダプラチン………………  299
熱傷…………………………  266
熱傷の深度分類  ………… 266
ネドリール　→ テルビナフィン
*ネララビン ……………  A-21
ネフロン  ………………… 189
ネルボン　→ ニトラゼパム
粘液…………………………  178
粘液線毛輸送………  178, 181
粘膜下神経叢………………  152
粘膜筋板……………………  152
粘膜層  …………………… 152
ノービア　→ リトナビル
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ノーベルバール → フェノバルビタール
脳  …………………………  69
脳幹…………………………  69
*濃グリセリン ………… A-10
脳梗塞  ……………………  215
脳相…………………………  149
濃度-反応曲線 ……………  21
脳の構造……………………  69
ノウリアスト → イストラデフィリン
*ノギテカン …………… A-21
ノギロン　→ トリアムシノロン
ノスカピン………… 106, A-10
ノスラン　→ クロモグリク酸
ノナコグアルファ  ………  213
ノナコグガンマ  …………  213
ノバクトM　→ 第Ⅸ因子
ノバスタンHI　→ アルガトロバン
ノボエイト　→ 第Ⅷ因子
ノボサーティーン　→ 第XIII因子
ノボセブンHI　→ 第Ⅶa因子
ノボラピッド → インスリンアスパルト
ノボリンN → イソフェンインスリン
ノボリンR → レギュラーインスリン
ノリトレン　→ ノルトリプチリン
ノルアドレナリン……  38, 41,
 42, 71, 117, A-1

ノルアドレナリントランスポー
ター ……………………  77

ノルアドレナリン作動性・選択的
セロトニン作動性抗うつ薬
 …………………………  78

ノルアドレナリン前駆体
 …………………………  98

ノルコット　→ ベタメタゾン
ノルスパン　→ ブプレノルフィン
ノルトリプチリン……  78, A-3
ノルバスク　→ アムロジピン
ノルバデックス　→ タモキシフェン
ノルモナール　→ トリパミド

■ は ■
パーキネス → トリヘキシフェニジル
パーキン　→ プロフェミナン
パーキンソン病……………  94
パージェタ　→ ペルツズマブ
ハーセプチン → トラスツズマブ
ハーフジゴキシン → ジゴキシン
ハーボニー　→ レジパスビル・ソホ
スブビル配合

パーロデル → ブロモクリプチン
肺  …………………………  176
バイアグラ　→ シルデナフィル
バイアスピリン　→ アスピリン
ハイアラージン → トルナフタート
バイエッタ　→ エキセナチド
ハイカムチン　→ ノギテカン
バイカロン　→ メフルシド
肺癌  ……………………… 293
*配合健胃薬 ……………… A-7

杯細胞………………………  152
肺循環………… 115, 119, 120
バイシリンG　→ ベンジルペニシリ
ンベンザチン

ハイセチン → クロラムフェニコール
排泄……………………  27, 30
排胆薬………………………  172
ハイトラシン　→ テラゾシン
ハイドレア → ヒドロキシカルバミド
バイナス　→ ラマトロバン
排尿…………………………  198
排尿筋………………………  198
排尿障害……………………  197
排尿障害治療薬……………  200
排尿中枢……………………  198
ハイパジール → ニプラジロール
ハイペン　→ エトドラク
*バカンピシリン ………  A-18
パキシル　→ パロキセチン
バキソ　→ ピロキシカム
白色ワセリン
  ………… 264, 266, A-17

バクタ　→ ST合剤
バクトラミン　→ ST合剤
白内障治療薬………………  261
バクフォーゼ　→ セフォペラゾン・
スルバクタム配合

パクリタキセル…… 298, A-21
破骨細胞  …………………  235
パシーフ　→ モルヒネ
バシトラシン………………  281
*バシトラシン・フラジオマイシ
ン配合 ………………  A-19

バスタレルF → トリメタジジン
パスタロン　→ 尿素
バゼドキシフェン
  ………………  238,  A-14

パセトシン　→ アモキシシリン
*パゾパニブ ……………  A-22
バソプレシン… 190, 192, 193
バソプレシンV2受容体遮断薬
 …………………………  197

バソプレシン誘導体  ……  213
バソメット　→ テラゾシン
バソレーター　→ ニトログリセリン
バソレーターテープ　→ ニトログリ
セリン

パタノール　→ オロパダジン
ハッカ………………………  154
麦角アルカロイド… 112, 204
発痛物質……………………  104
白金製剤……………………  299
白血球に発現している細胞表面
分子 ……………………  306

バッサミン　→ アスピリン・ダイア
ルミネート配合

ハップスター → インドメタシン
バップフォー　→ プロピベリン
パッペンK　→ ケトプロフェン
パドパリン → ブロモクリプチン

パナルジン　→ チクロピジン
バナン → セフポドキシム プロキセ
チル

パニツムマブ……… 303, A-22
*パニペネム ……………  A-18
パパベリン……106, 173, 174, 
263, A-9

パパベリン塩酸塩　→ パパベリン
バファリン　→ アスピリン・ダイア
ルミネート配合

ハフトロン　→ サリチル酸
ハベカシン　→ アルベカシン
バベンチオ　→ アベルマブ
*パミドロン酸 ………… A-14
パミドロン酸二Na → パミドロン酸
パラアミノサリチル酸
 ………………… 282, A-19

パラアミノフェノール誘導体
 …………………………  110

ハラヴェン　→ エリブリン
バラクルード　→ エンテカビル
バラシクロビル…… 286, A-20
パラセタ → アセトアミノフェン
パラチオン…………………  55
パラプラチン → カルボプラチン
バラマイシン　→ バシトラシン・フ
ラジオマイシン配合

パラミヂン　→ ブコローム
バランス → クロルジアゼポキシド
パリエット　→ ラベプラゾール
バリキサ → バルガンシクロビル
バリコシティー  ……………37
バリシチニブ  …… 253, A-16
ハリゾン　→ アムホテリシンB
パリペリドン……  75, 76, A-3
バルガンシクロビル
 ………………… 286, A-20

パルクス　→ リポPGE1
バルコーゼ　→ カルメロース
*バルサルタン ……………  A-7
ハルシオン　→ トリアゾラム
パルタンM → メチルエルゴメトリン
バルデナフィル…… 202, A-11
バルトレックス → バラシクロビル
ハルナール　→ タムスロシン
パルナック　→ タムスロシン
パルナパリン……   216, A-12
バルビツール酸系薬…  83, 103
バルプロ酸…………  113, A-4
パルミコート　→ ブデソニド
パルモディア → ペマフィブラート
ハルラック　→ トリアゾラム
バレリン　→ バルプロ酸
バロキサビル……… 287, A-20
パロキセチン……  79, 88, A-3
ハロゲン化麻酔薬…………  102
ハロスポア　→ セフォチアム
*パロノセトロン …………  A-8
ハロペリドール………  76, A-3
ハロマンス　→ ハロペリドール

パンクレアチン……  155, A-7
パンクロニウム……………  67
バンコマイシン…… 278, A-19
バンコマイシン耐性腸球菌
 …………………………  278

パンスポリン　→ セフォチアム
パンデル　→ コルチゾール
ビーシックス　→ ピリドキシン
ピーゼットシー　→ ペルフェナジン
ビーセルファ　→ ジブカイン
ビーマス　→ ジオクチルソディウム
スルホサルシネート

ピアーレ　→ ラクツロース
ヒアルロン酸……… 262, A-17
ヒアレイン　→ ヒアルロン酸
ヒアロンサン　→ ヒアルロン酸
ピオグリタゾン  … 224, A-13
ビオフェルミンR → 抗菌薬耐性乳酸菌
ビガバトリン………………  89
ビカルタミド………………  301
非競合的拮抗薬………  20, 23
非競合的拮抗薬存在下の作動薬
の濃度-反応曲線 ……  22

ビグアナイド薬  …………  224
ビクシリン　→ アンピシリン
ビクシリンS　→ アンピシリン・ク
ロキサシリン配合

ビクタルビ　→ ビクテグラビル・エ
ムトリシタビン・テノホビルアラ
フェナミド配合

*ビクテグラビル・エムトリシタ
ビン・テノホビルアラフェナ
ミド配合 ……………  A-20

ビクトーザ　→ リラグルチド
ビクロックス　→ アシクロビル
ピコスルファート…  165, A-8
ピコダルム → ピコスルファート
ビサコジル…………………  165
ビジクリア → リン酸ナトリウム配合錠
ヒシセオール　→ 濃グリセリン
ヒシファーゲン → グリチルリチン製剤
ビ・シフロール → プラミペキソール
ビジュアリン → デキサメタゾン
微絨毛………………………  152
非消化管内投与……………  24
微小管………………………  298
微小血管狭心症……………  135
ピシリバクタ　→ アンピシリン・ス
ルバクタム配合

ヒスタミン…………………  149
ヒスタミンH1受容体遮断薬
  ………………… 164, 265

ヒスタミンH2受容体遮断薬
 ………………………… 160

非ステロイド性抗炎症薬
 ……  109, 233, 243, 245

ビスホスホネート  ………  235
ビスミラー　→ クロルフェニラミン
ピスルシン　→ アンピシリン・スル
バクタム配合
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ヒスロンH　→ メドロキシプロゲス
テロン酢酸エステル

微生物………………………  273
非選択的α受容体遮断薬 …47
非選択的β受容体遮断薬 …48
非選択的M受容体遮断薬 …55
非選択的抗コリン薬………  55
ビソノテープ → ビソプロロール
ビソプロロール
 ……  128, 134, 140, A-2

ビソルボン　→ ブロムヘキシン
*ピタバスタチン ……… A-13
ビタミンB12　→ シアノコバラミン
ビタミンB6　→ ピリドキシン
ビタミンK …   213, 216,  237
ビタミン類…………………  237
ビダラビン………… 286, A-20
ヒダントール　→ フェニトイン
泌尿器系……………………  187
非定型抗精神病薬…………  74
ビデュリオン　→ エキセナチド
ピドキサール → ピリドキサール
ヒドラ　→ イソニアジド
*ヒドララジン ………………  A-7
*ヒドロキシカルバミド ……  A-21
*ヒドロキシジン ………………A-4
*ヒドロキソコバラミン ……  A-12
ヒドロクロロチアジド
 ………………… 195, A-10

ヒドロコルチゾン…………  183
ヒドロモルフォン
 …………………  108, A-5

ピバレフリン　→ ジピベフリン
ビビアント → バゼドキシフェン
皮膚潰瘍……………………  266
ビブラマイシン → ドキシサイクリン
ビプレッソ　→ クエチアピン
*ビベグロン ………………  A-1
ピペミド酸…………………  280
*ピペラシリン・タゾバクタム配合
 …………………………… A-18

ビペリデン……  98, A-2, A-4
ピペリドレート……………  174
ヒベルナ　→ プロメタジン
非ベンゾジアゼピン系薬…  84
ひまし油……………………  165
ビマトプロスト…… 259, A-16
非麻薬性鎮咳薬……………  180
*ピマリシン ……………  A-19
ビムパット　→ ラコサミド
ピモベンダン………  126, A-6
ヒューマリンN → イソフェンインスリン
ヒューマリンR → レギュラーインスリン
ヒューマログ → インスリンリスプロ
ヒュミラ　→ アダリムマブ
病気への配慮  ………………31
病原体………………………  272
表在性真菌症………………  284
表在痛………………………  104
*標準化スギ花粉エキス …… A-16

表層粘液細胞………………  147
標的分子……………………  15
表面抗原……………………  306
表面麻酔……………………  61
ピラジナミド……… 282, A-19
ピラセタム……………  92, A-4
ピラゾロン誘導体…………  110
ピラマイド　→ ピラジナミド
ピリドキサール  … 219, A-12
ピリドキシン  …… 219, A-12
ピリドキシン塩酸塩 → ピリドキシン
*ピリドスチグミン ………  A-2
ピリミジン代謝拮抗薬……  296
ピリン系薬………………   247
ピルジカイニド……  133, A-6
*ビルダグリプチン ……  A-13
ヒルドイド → ヘパリン類似物質
ビルレクス　→ アシクロビル
ピレチア　→ プロメタジン
ピレチノール → アセトアミノフェン
ピレノキシン……… 261, A-17
ピレンゼピン………… 57, 160
疲労・倦怠感………………  76
ピロカルピン…  54, A-2, A-17
*ピロキシカム …………  A-15
ピロヘプチン………………  98
ヒロポン　→ メタンフェタミン
ビンカアルカロイド類……  298
ビンクリスチン  ………… 298
貧血…………………   217, 218
貧血の治療薬  ……………  218
ビンブラスチン…… 298, A-21
頻脈性………………………  129
ファーストシン　→ セフォゾプラン
ファースルー　→ ピコスルファート
ファスティック　→ ナテグリニド
ファセンラ　→ ベンラリズマブ
ファムシクロビル… 286, A-20
ファムビル　→ ファムシクロビル
ファモター　→ アスピリン・ダイア
ルミネート配合

ファモチジン  ………160, A-7
ファロペネム……… 278, A-18
ファロム　→ ファロペネム
不安…………………………  76
ファンガード → ミカファンギン
ファンギゾン → アムホテリシンB
不安障害……………………  86
不安障害の治療薬…………  86
不安定狭心症  …………… 135
フィコンパ　→ ペランパネル
フィズリン　→ モザバプタン
フィトナジオン  … 213, A-11
フィナステリド  … 269, A-18
フィニバックス　→ ドリペネム
ブイフェンド → ボリコナゾール
フィブラート系薬   ……… 231
フィブラスト → トラフェルミン
フィブリノゲン……  209, 212
フィブリノゲンHT　→ 第Ⅰ因子

フィブリン   ……………… 209
フィブロガミンP　→ 第XIII因子
フィラデルフィア染色体
  ………………………… 304

フィルグラスチム
  ………………… 220, A-12

ブースター  ……………… 288
フェアストン　→ トレミフェン
フェキソフェナジン
  ………………… 255, A-16

フェジン　→ 含糖酸化鉄
フェソロデックス → フルベストラント
*フェニトイン ……………  A-4
フェニレフリン………  44, A-1
フェノキシベンザミン……  48
フェノチアジン系  …………74
フェノテロール……  185, A-1
フェノバール → フェノバルビタール
フェノバルビタール
 …………………… 92, A-4

フェノフィブラート
  ………………… 231, A-14

フェブキソスタット
  ………………… 235, A-14

フェブリク　→ フェブキソスタット
フェマーラ　→ レトロゾール
フェルデン　→ ピロキシカム
フェルム　→ フマル酸第一鉄
フェロ・グラデュメット　→ 硫酸鉄
フェロペリン　→ ベルベリン
フェロミア　→ クエン酸第一鉄ナト
リウム

フェロン　→ インターフェロンβ
フェンサイクリジン誘導体
 …………………………  103

フェンタニル
 ……  100, 104, 109, A-5

*フェンタニルクエン酸塩 ……A-5
フェントス　→ フェンタニルクエン
酸塩

フェントラミン………  48, A-1
フオイパン　→ カモスタット
フォーレン　→ イソフルラン
フォサマック　→ アレンドロン酸
フォシーガ　→ ダパグリフロジン
フォリアミン　→ 葉酸
フォルテオ　→ テリパラチド
フォンダパリヌクス
  ………………… 216, A-12

不活化ワクチン  ………… 290
副経路  …………………… 258
副交感神経機能抑制薬
 ……………………  55, 57

副交感神経系…………  34, 39
副交感神経興奮効果抑制薬
 ……………………  55, 56

副交感神経興奮様薬………  53
副甲状腺ホルモン製剤 
 …………………………  238

副作用…………………  16, 308

副腎皮質ステロイド……… 164,
 183, 233, 243, 269

ブクラデシン
 …… 126, 267, A-6, A-17

ブコローム  ……… 234, A-14
フサン　→ ナファモスタット
ブシラミン  ……… 251, A-15
ブスコパン　→ ブチルスコポラミン
フストジル　→ グアイフェネシン
不整脈………………………  129
付属器官……………………  147
2つの神経細胞  ……………36
ブチルスコポラミン
 ……… 55, 160, 174, A-2

ブチロフェノン系…………  74
*ブテナフィン ………… A-20
ブデソニド………… 183, A-10
ぶどう膜……………………  258
ぶどう膜強膜流出路………  258
*フドステイン …………  A-10
フトラフール　→ テガフール
ブナゾシン…………………  48
負のフィードバック………  41
*ブピバカイン ……………  A-2
ブプレノルフィン
 …………………  109, A-5

部分作動薬……………  19, 22
部分発作………………  88, 89
ブホルミン  ……… 224, A-13
フマル酸第一鉄…… 218, A-12
不眠症……………………  81,82
*ブメタニド ……………  A-10
フラグミン　→ ダルテパリン
プラザキサ　→ ダビガトランエ
テキシラート

ブラジキニン………………  104
プラスミノーゲン  ………  211
プラスミン………………   211
プラゾシン
 ……… 48, 143, 201, A-1

ブラダロン　→ フラボキサート
*プラバスタチン ………  A-13
プラビックス　→ クロピドグレル
フラボキサート…… 199, A-11
プラミール　→ メトクロプラミド
プラミペキソール…… 96, A-4
プラリア　→ デノスマブ
プラルエント　→ アリロクマブ
フランドル→ 硝酸イソソルビド
プランルカスト  …………  255
振り子運動…………………  153
プリジスタ　→ ダルナビル
フリバス　→ ナフトピジル
プリビナ　→ ナファゾリン
プリミドン……………  92, A-4
ブリモニジン……… 260, A-16
プリモボラン　→ メテノロン
ブリリンタ　→ チカグレロル
ブリンゾラミド…… 261, A-16
プリンペラン　→ メトクロプラミド
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プリン代謝拮抗薬…………  297
フルイトラン　→ トリクロルメチアジド
フループ　→ フルルビプロフェン
フルオロウラシル
 ………………… 296, A-21

フルオロピリミジン系抗真菌薬
 …………………………  285

フルカム　→ アンピロキシカム
フルコナゾール……………  284
*フルジアゼパム ………… A-4
フルシトシン……… 285, A-19
プルゼニド　→ センノシド
フルタイド　→ フルチカゾン
フルタミド  ……………… 301
フルダラ　→ フルダラビン
*フルダラビン ………… A-21
フルチカゾン……… 183, A-10
フルツロン　→ ドキシフルリジン
フルデカシン　→ フルフェナジン
フルトプラゼパム……  87, A-4
*フルバスタチン ……… A-13
フルフェナジン………  76, A-3
ブルフェン　→ イブプロフェン
フルベストラント
 ………………… 301, A-21

フルボキサミン
 ………………  79, 88, A-3

フルマゼニル
 …………… 103, 179, A-9

フルメジン　→ フルフェナジン
フルルバン　→ フルルビプロフェン
*フルルビプロフェン …  A-15
フレアアップ症状…………  302
ブレオ　→ ブレオマイシン
ブレオマイシン…… 297, A-21
フレカイニド………………  133
プレガバリン
 …… 111, 228, A-5, A-13

ブレクスピプラゾール
  …………………… 76, A-3

プレグランディン　→ ゲメプロスト
プレタール　→ シロスタゾール
ブレディニン　→ ミゾリビン
プレドニゾロン
  …… 219, 220, 233, A-15

プレドニン　→ プレドニゾロン
プレトモール　→ シロスタゾール
プロイメンド　→ ホスアプレピ
タントメグルミン

プロカイン………  61, 63, A-2
プロカインアミド
 …………………  132, A-6

プロカテロール……  185, A-1
プロカニン　→ プロカイン
プロカルバジン……………  295
プロキシフィリン
 ………………… 185, A-10

プログラフ　→ タクロリムス
*プログルメタシン ……  A-15
プロサイリン　→ ベラプロス

フロジン　→ カルプロニウム
ブロスターM　→ ファモチジン
プロスタール　→ クロルマジノン
プロスタグランジンE2
 …………  104, 147, A-11

プロスタグランジンF2α関連薬
  ………………………… 259

プロスタグランジン誘導体
 …………………………  160

プロスタグランジン類 
 …………… 203, 215, 242

プロスタット　→ クロルマジノン
プロスタルモン・F→ ジノプロスト
プロスタンディン　→ アルプロ
スタジルアルファデクス

フロセミド………… 196, A-10
プロタノール　→ イソプレナリン
プロタミン  ………………  216
ブロダルマブ……… 268, A-18
プロテアソーム……………  308
プロテインC  ……………  210
プロテカジン　→ ラフチジン
プロトピック　→ タクロリムス
プロトンポンプ……………  151
プロトンポンプ阻害薬…… 157
ブロナンセリン………  75, A-3
ブロニカ　→ セラトロダスト
プロノン　→ プロパフェノン
プロパフェノン……  133, A-6
プロ・バンサイン　→ プロパンテリン
プロパンテリン
 …………… 160, 174, A-2

プロピオン酸系   ………… 245
*プロピベリン ……………  A-2
*プロピトカイン …………  A-2
プロフェミナン………  98, A-5
プロブコール  …… 231, A-14
プロプラノロール
 ……… 48, 113, 140, A-1

ブロプレス　→ カンデサルタンシレ
キセチル

フロプロピオン……………  173
プロペシア　→ フィナステリド
プロペト　→ 白色ワセリン
プロベネシド  …… 234, A-14
フロベン　→ フルルビプロフェン
プロポフォール……………  102
*ブロマゼパム …………… A-4
ブロムヘキシン…… 181, A-10
*プロメタジン …………  A-16
ブロメライン  …… 267, A-17
ブロモクリプチン…… 96, A-4
フロモックス → セフカペン ピポキシル
フロリード　→ ミコナゾール
プロレナール　→ リマプロストアル
ファデクス

分子標的治療薬……………  294
分子標的薬で発生しやすい副作
用 ………………………  308

分節運動……………………  153

分布……………………  26, 30
噴門部………………………  147
平滑筋弛緩薬………………  199
ベイスン　→ ボグリボース
べオーバ　→ ビベグロン
ペオン　→ ザルトプロフェン
ペガシス　→ ペグインターフェロン
α-2a

ベギータ　→ ジクロフェナク
壁細胞………………………  147
ヘキサトロン　→ トラネキサム酸
ヘキサメトニウム…………  58
ペキロン　→ アモロルフィン
ベギン　→ 尿素
*ペグインターフェロンα-2a
 …………………………  A-9

*ペグイントロン  … A-9, A-22
ベクティビックス　→ パニツムマブ
*ベクロニウム ……………  A-3
ベクロメタゾン…… 183, A-10
ベサコリン　→ ベタネコール
ベザトールSR　→ ベザフィブラート
ベサミコール………………  58
*ベザフィブラート ……  A-14
ベシカム　→ イブプロフェン
ベシケア　→ ソリフェナシン
ベスタリットL→ ベザフィブラート
ベストコール　→ セフメノキシム
ベストロン　→ セフメノキシム
ベセルナ　→ イミキモド
ベタキソロール…… 259, A-16
ベダキリン………… 282, A-19
ベタニス　→ ミラベグロン
ベタネコール……54, 201, A-2
ベタヒスチン  …… 264, A-17
ベタメタゾン  …… 233, A-15
ペチジン……………  109, A-5
ペチジン塩酸塩　→ ペチジン
ペチロルファン　→ ペチジン
ベトプティック　→ ベタキソロール
ベトネベート　→ ベタメタゾン
ベナンザ　→ ケトチフェン
ぺニシラミン……   251, A-15
ペニシリン系抗生物質……  276
ベネシッド　→ プロベネシド
ベネット　→ リセドロン酸
ベネトリン　→ サルブタモール
ベネフィクス　→ 第Ⅸ因子
ペネム系抗生物質…………  278
ベハイド　→ ベンチルヒドロクロロ
チアジド

ベバシズマブ……… 305, A-22
ヘパフィルド　→ ヘパリン
ヘパフラッシュ　→ ヘパリン
ヘパラン硫酸プロテオグリカン
   ………………………… 210

ヘパリン……………  136, 216, 
264, A-12, A-17

ヘパリンZ　→ ヘパリン
ヘパリンナトリウム　→ ヘパリン

ヘパリン様物質  …………  210
ヘパリン類  ………………  216
ヘパリン類似物質
  ………………… 264, A-17

ヘパルス　→ サリチル酸
ベプシド　→ エトポシド
ヘプセラ　→ アデホビルピボキシル
ベプリコール　→ ベプリジル
ベプリジル…………  134, A-6
ペプレオ　→ ペプロマイシン
ペプロマイシン
 ………………… 298, A-21

ヘマキレート　→ ジルチアゼム
*ペマフィブラート …… A-14
ヘミコリニウム……………  58
ベムリディ　→ テノホビル　アラ
フェナミド

*ペメトレキセド ……… A-21
ヘモグロビン  ……………  218
ベラサスLA　→ ベラプロスト
ペラゾリン　→ ソブゾキサン
ベラチン　→ ツロブテロール
ベラパミル…………  134, A-6
ベラプロスト……… 215, A-12
*ペラミビル …………… A-20
*ペランパネル ……………  A-4
ペリアス　→ アリルエストレノール
ヘリコバクター・ピロリ
 …………………………  157

ペリシット　→ ニセリトロール
ベルケイド　→ ボルテゾミブ
ペルゴリド……………  96, A-4
ペルゴリン　→ ペルゴリド
ペルサンチン　→ ジピリダモール
ベルソムラ　→ スボレキサント
ペルツズマブ……… 304, A-22
ペルフェナジン…… 264, A-17
ベルベゾロン　→ ベタメタゾン
ヘルベッサー　→ ジルチアゼム
*ベルベリン ………………  A-8
ペルマックス　→ ペルゴリド
ヘルラート　→ ニフェジピン
ペロスピロン…………  75, A-3
ベロテック　→ フェノテロール
辺縁系………………………  69
ペングッド　→ バカンピシリン
ベンコール　→ ジオクチルソディウ
ムスルホサルシネート

ベンザリン　→ ニトラゼパム
*ベンジルペニシリンベンザチン
 ……………………… A-18

ベンズアミド系薬…………  74
片頭痛治療薬………………  112
片頭痛予防薬  …………… 113
ベンズブロマロン… 234, A-14
ベンセラジド………………  96
ベンゾジアゼピン系薬
 ………………  84, 87, 103
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ベンゾジアゼピン受容体作動薬
  ……………………… 83, 84

ペンタサ　→ メサラジン
ペンタゾシン………………  109
*ベンチルヒドロクロロチアジド
 …………………………………  A-10

ペントキシベリンクエン酸塩　→ 
ペントキシベリン

*ペントキシベリン ……  A-10
ペントナ　→ マザチコール
*ペントバルビタール ……  A-3
便秘………………………… 164
ベンラリズマブ…… 186, A-10
ヘンレループ  …… 189, 190
ボアラ　→ デキサメタゾン
防御因子……………………  156
膀胱・尿道機能障害の治療薬
 …………………  197, 200

膀胱機能の神経性調節……  198
芳香健胃薬…………………  154
房室結節  ………………… 116
放射性同位元素標識抗体…  306
放射免疫療法  …………… 307
腫脹   ……………………… 241
房水…………………………  258
膨大部  …………… 37, 42, 51
膨張性下剤  ……………… 164
ボーマン嚢  ……………… 189
ホーリット　→ オキシペルチン
ホーリン　→ エストリオール
ホクナリン　→ ツロブテロール
ボグリボース  …… 227, A-13
ホスアプレピタントメグルミン
  ……………………163, A-8

ホスカビル　→ ホスカルネット
ホスカルネット…… 286, A-20

ホスホジエステラーゼ3阻害薬
   ………………………… 215

ホスホジエステラーゼⅤ
阻害薬  ………………… 201

ホスホマイシン…… 278, A-19
ホスホリパーゼC  …………52
ホスミシン　→ ホスホマイシン
ボスミン　→ アドレナリン
勃起障害……………………  202
勃起障害治療薬……………  202
発作の型と治療薬の選択  …89
発赤………………………   241
*ボツリヌス毒素 …………  A-2
ボトックス　→ ボツリヌス毒素 
ボトックスビスタ → ボツリヌス毒素
ポトレンド　→ クエン酸カリウム/
クエン酸ナトリウム

ボナロン　→ アレンドロン酸
ボノサップ　→ ボノプラザン・アモ
キシシリン・クラリスロマイシン

ボノテオ　→ ミノドロン酸
ボノピオン　→ ボノプラザン・アモ
キシシリン・メトロニダゾール

ポノフェン　→ アンブロキソール
ボノプラザン………………  158
*ボノプラザン・アモキシシリ
ン・クラリスロマイシン
 …………………………  A-8

ポプスカイン　→ レボブピバカ
イン

ホメオスタシスと神経系…  33
ポラキス　→ オキシブチニン
ポララミン　→ クロルフェニラ
ミン

ポリエチレングリコール…  165
ポリエンマクロライド系抗生物
質  ……………………… 284

ポリカルボフィルカルシウム
 …………………  167, A-8

*ボリコナゾール ……… A-19
ホリゾン　→ ジアゼパム
ホリナート…………………  295
ポリフル　→ ポリカルボフィル
カルシウム

ポリペプチド系抗生物質…  281
ポリミキシンB …… 281, A-19
ホルダゾール　→ シロスタゾール
ボルタレン　→ ジクロフェナク
ボルテゾミブ……… 308, A-22
ホルモテロール……  185, A-1
*ホルモテロール・ブテゾニド配
合 …………………… A-10

ホルモン……………  192, 242
ホルモン類  ………………  237
ボレー　→ ブテナフィン
ボンアルファ　→ タカルシトール
ポンタール　→ メフェナム酸
本態性高血圧症  ………… 138
本態性パーキンソン病……  95
ボンビバ　→ イバンドロン酸
ボンフェナック　→ ジクロフェ
ナク

■ ま ■
マーカイン　→ ブピバカイン
マイコプラズマ  ………… 272
マイスタン　→ クロバザム
マイスリー　→ ゾルピデム
マイテラーゼ　→ アンベノニウム
マイトジン　→ チクロピジン
マイトマイシン…… 297, A-21
マイロターグ　→ ゲムツズマブオゾ
ガマイシン

マインベース → クラリスロマイシン
マヴィレット　→ グレカプレビル・
ピブレンタスビル配合

マキサカルシトール
 ………………… 267, A-17

マキシピーム　→ セフェピム
マキュエイド　→ トリアムシノロン
マグコロール　→ クエン酸マグネシウム

マグセント　→ 硫酸マグネシウム・
ブドウ糖配合

マグネゾール　→ 硫酸マグネシウ
ム・ブドウ糖配合

マグミット　→ 酸化マグネシウム
マクロゴール………  165, A-8
マクロライド系抗生物質…  279
マゴチフェン　→ ケトチフェン
マザチコール…………  98, A-5
麻酔…………………………  100
麻酔維持……………………  102
麻酔の深度…………………  100
マスタードガス……………  293
マスブロン→ ヒドロキソコバラミン
末梢化学受容器を刺激する薬
 …………………………  179

末梢交感神経系に作用する抗高
血圧薬 …………………  141

末梢静脈栄養………………  28
末梢神経系…………………  34
末梢神経障害  …………… 298  
末梢性めまい………………  263
マドパー → レボドパ・ベンセラジド
配合

マブキャンパス　→ アレムツズマブ
マプロチリン…………  78, A-3
麻薬拮抗薬  ……………… 109
麻薬性鎮咳薬  …………… 179
麻薬性鎮痛薬………  104, 106
マラチオン…………………  55
*マラビロク …………… A-20
マリゼブ　→ オマリグリプチン
慢性ウイルス性肝炎治療薬
 …………………………  170

慢性炎症  ………………   241
慢性関節炎  ………………  232
慢性心不全…………  122, 123
慢性心不全の治療に用いられる
薬  ……………………… 127

慢性膵炎  173
マンニットール → D-マンニトール
マンニットールS → D-マンニトール
ミアンセリン…………  78, A-3
ミオカーム　→ ピラセタム
ミオコール　→ ニトログリセリン
*ミカファンギン ………  A-19
ミカメタン　→ インドメタシン
ミカルディス　→ テルミサルタン
ミグリトール   …… 227, A-13
ミゲシス　→ ロメリジン
ミケラン　→ カルテオロール
ミゲリステン → ジメトチアジン
ミコナゾール……… 284, A-19
ミソプロストール…  161, A-7
*ミゾリビン ……………  A-15
ミダゾラム……  92, 103, A-5
*ミチグリニド ………… A-13
ミティキュア　→ ヤケヒョウダ
ニエキス・コナヒョウダニエ
キス配合

ミデナールL → ベザフィブラート
ミドリンM　→ トロピカミド
ミニトロテープ → ニトログリセリン
ミニプレス　→ プラゾシン
ミニヘパ　→ パルナパリン
ミニリンメルト → デスモプレシン
ミノアップ → ミノキシジル
ミノキシジル……… 269, A-18
ミノサイクリン…… 279, A-19
*ミノドロン酸 …………  A-14
ミノマイシン → ミノサイクリン
耳の構造  ………………… 263
脈絡膜  …………………… 258
ミラクリッド　→ ウリナスタチン
ミラべグロン……46, 200, A-1
ミラペックス　→ プラミペキソール
ミリステープ　→ ニトログリセリン
ミリダシン　→ プログルメタシン
ミリルロール　→ ニトログリセリン
ミルタザピン……………… 79, A-3
ミルタックス　→ ケトプロフェン
ミルナシプラン…………… 79, A-3
ミルラクト　→ βーガラクトシダーゼ
ミルリーラ　→ ミルリノン
ミルリノン…………  126, A-6
ミロル　→ レボブノロール
ムイロジン　→ ベンズブロマロン
ムコサール　→ アンブロキソール
ムコスタ　→ レバミピド
ムコソルバン　→ アンブロキソール
ムコダイン　→ カルボシステイン
ムコフィリン　→ アセチルシステイン
ムコロイド　→ コンドロイチン硫酸
無症候期……………………  288
無症候性心筋虚血  ……… 135
ムスカリン性アセチルコリン受容
体 ………………………  51

ムスカリン性アセチルコリン受容
体刺激薬 ……………… 155

ムスカリン性アセチルコリン受容
体遮断薬
 ……… 55, 160, 185, 199

ムスカリン性受容体（M2とM3）
による細胞機能の変化
 …………………………  52

無動…………………………  95
メイアクト → セフジトレンピボキシル
メイエストン → アリルエストレノール
メイセリン　→ セフミノクス
迷走神経  …………………  34
メイラックス　→ ロフラゼプ酸エチ
ル

メインテート　→ ビソプロロール
*メキサゾラム ……………  A-4
メキシチール　→ メキシレチン
メキシレチン
  …… 132, 228, A-6, A-13

*メキタジン …………… A-16
メクロセート　→ ガベキサート
メサドン……………  109, A-5
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メサペイン　→ メサドン
メサラジン…………  168, A-8
メジコン → デキストロメトルファン
メスチノン　→ ピリドスチグミン
メスナ……………… 295, A-11
メソトレキセート　→ メトトレキ
サート

メタコリマイシン　→ コリスチン
*メダゼパム ………………  A-4
メタボリックシンドローム
 ………………………   228

*メタンフェタミン ………  A-1
メタルカプターゼ　→ ペニシラミン
*メチクラン ……………  A-10
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌
 …………………………  278

メチルエルゴメトリン
 ………………… 204, A-11

メチルジゴキシン…  129, A-6
メチルドパ…… 44,  143, A-1
メチルプレドニゾロン
 ………………… 183, A-15

メチルメチオニンスルホニウム 
 ……………………161, A-7

メチロシン……………  50, A-2
メチロン　→ スルピリン
メディトランテープ → ニトログリセ
リン

メテノロン………   219, A-12
メテバニール → オキシメテバノール
メトグルコ　→ メトホルミン
メトクロプラミド
  …… 156, 163, 264, A-7

メトトレキサート
 … 250, 295, A-15, A-20

メトプロロール  ……140, A-1
メトホルミン   …… 224, A-13
メトレート　→ メトトレキサート
*メドロキシプロゲステロン酢酸
エステル …………… A-21

メドロール → メチルプレドニゾロン
メナテトレノン
 … 213,  237, A-11, A-14

メニレット　→ イソソルビド
メネシット　→ レボドパ・カル
ビドパ配合

メバレクト　→ プラバスタチン
メバロチン　→ プラバスタチン
メプチン　→ プロカテロール
*メフェナム酸 …………  A-15
*メフルシド ……………  A-10
メペンゾラート……  167, A-2
メポリズマブ……… 186, A-10
めまいとその治療薬………  263
めまいの原因除去…………  263
めまいの対症療法………… 264
メマリー　→ メマンチン
メマンチン……………  99, A-5
メラトニン受容体刺激薬…  85
メリスロン　→ ベタヒスチン

メルカプトプリン… 297, A-21
メレックス　→ メキサゾラム
*メロキシカム …………  A-15
メロペン　→ メロペネム
メロペネム……………… A-18
免疫チェックポイント分子
 …………………………  307

免疫調節薬………………   251
免疫抑制薬………………   248
免疫療法  …………  254, 256
メンタックス　→ ブテナフィン
メンドン　→ クロラゼプ酸
毛細血管……………………  118
網膜…………………………  258
網膜症……………………   222
毛様体………………………  258
モービック　→ メロキシカム
モーラス　→ ケトプロフェン
モザバプタン……… 197, A-11
*モサプラミン ……………  A-3
モサプリド…………  156, A-7
モダシン　→ セフタジジム
モトナリン　→ チザニジン
モニラック　→ ラクツロース
モノアミン仮説……………  78
モノアミン酸化酵素B選択的阻
害薬 ……………………  96

モノクローナル抗体の分類
 …………………………  302

モノバクタム系抗生物質…  278
モノフィリン　→ プロキシフィリン
モビコール　→ マクロゴール
モビプレップ　→ 電解質配合液
*モフェゾラク …………  A-15
モベンゾシン　→ セフタジジム
モメタゾン  ……… 183, A-10
モルヒネ……………  104, 106, 
107, 179, A-5, A-9

モルヒネ塩酸塩　→ モルヒネ
モルヒネ類似薬……………  108
モルペス　→ モルヒネ
モンテプラーゼ  … 217, A-12
モンテルカスト  … 256, A-16

■ や ■
薬剤性パーキンソン症候群
 …………………………  95

ヤクバン　→ フルルビプロフェン
薬物依存……………………  108
薬物相互作用………………  29
薬物代謝酵素  ………………26
薬理学…………………… 14, 15
薬理作用と毒性……………  16
*ヤケヒョウダニエキス・コナ
ヒョウダニエキス配合
 ……………………… A-16

ヤヌスキナーゼ…………   253
有意識下の鎮静……………  103

ユーエフティ　→ テガフール・ウラ
シル配合

有機硝酸エステル類………  136
有効性………………………  22
ユーシオンS　→ アンピシリン・ス
ルバクタム配合

誘発活動……………………  130
ユーメトン　→ プレドニゾロン
有毛細胞  ………………… 262
幽門部………………………  147
輸液…………………………  28
輸血…………………………  28
ユナシンS　→ アンピシリン・スル
バクタム配合

ユナスピン　→ アンピシリン・スル
バクタム配合

ユニコン　→ テオフィリン
ユニフィルLA　→ テオフィリン
ユピテル　→ エピナスタチン
ユベラN　→ トコフェロールニコチ
ン酸エステル

ユリーフ　→ シロドシン
ユリノーム　→ ベンズブロマロン
陽イオンチャネル…………  17
溶血性貧血………………   220
尿細管分泌…………………  190
葉酸  ………  219, 249, A-12
葉酸合成阻害薬……………  281
葉酸代謝拮抗薬……………  295
陽性症状……………………  73
腰椎麻酔……………………  61
ヨウリダモール　→ ジピリダモール
容量血管……………………  119
ヨーデルS　→ センナ
ヨーピス　→ ピコスルファート
抑うつ気分…………………  76
抑制性神経伝達物質………  71
余剰受容体…………………  23
ヨヒンビン…………………  48
予防接種薬…………………  289

■ ら ■
ラウォルフィアアルカロイド
 ………………………… 144

ラキソベロン　→ ピコスルファート
ラクツロース  ………165, A-8
ラクティオ　→ インドメタシン
ラグノス　→ ラクツロース
*ラコサミド ………………  A-4
ラサギリン…………………  97
ラシックス　→ フロセミド
ラジレス　→ アリスキレン
ラスカルトン　→ エルカトニン
ラステット　→ エトポシド
ラスリテック　→ ラスブリカーゼ
*ラタノプロスト ……………  A-16
ラックビーR　→ 抗菌薬耐性乳酸菌
*ラニナミビル ………… A-20
*ラニチジン ………………  A-7

ラニムスチン………………  295
ラニラピッド　→ メチルジゴキシン
ラノビ　→ カルバゾクロム
ラパチニブ…………………  304
ラパリムス　→ シロリムス
ラピアクタ　→ ペラミビル
*ラフチジン ………………  A-7
ラベタロール  ………140, A-2
ラベプラゾール……  158, A-7
ラボナ　→ ペントバルビタール
ラボナール　→ チオペンタール
ラマトロバン……   255, A-16
*ラミブジン ……………  A-20
ラミクタール　→ ラモトリギン
ラミシール　→ テルビナフィン
ラムシルマブ………………  305
ラメルテオン…………  85, A-3
ラモセトロン  ………167, A-8
ラリキシン　→ セファレキシン
*ラルテグラビル ………  A-20
ラロキシフェン  … 238, A-14
卵形嚢  …………………… 262
ランジオロール  ……127, A-2
ランソプラゾール  ……… 158
ランダ　→ シスプラチン
ランタス　→ インスリングラルギン
ランツジール　→ アセメタシン
ランデル　→ エホニジピン
ランドセン　→ クロナゼパム
卵胞ホルモン   …………… 237
リアップ　→ ミノキシジル
リーゼ　→ クロチアゼパム
リーダイ　→ ベルベリン
リーマス　→ 炭酸リチウム
リウマチ  …………………  240
リウマチの発生機序  ……  249
リウマトレックス　→ メトトレキ
サート

リエントリー  …… 130, 131
リカバリン　→ トラネキサム酸
リカルボン　→ ミノドロン酸
リキスミア　→ リキシセナチド
*リキシセナチド ………  A-13
リクシアナ　→ エドキサバン
リクスビス　→ 第Ⅸ因子
リクラスト　→ ゾレドロン酸
リケッチア  ……………… 272
リゲロ　→ ミノキシジル
リザベン　→ トラニラスト
リシノプリル  ………141, A-7
リスパダール　→ リスペリドン
リスパダールコンスタ → リスペリドン
リスペリドン  … 75, 76, A-3
リスモダン　→ ジソピラミド
リズモンTG　→ チモロール
*リセドロン酸 …………  A-14
リツキサン　→ リツキシマブ
リツキシマブ
 …………  220, 306, A-22
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リドカイン…………………  61,
 64, 132, A-2, A-6

リトドリン
  …… 46, 204, A-1, A-11

リトナビル  ……………… 288
リドメックス → プレドニゾロン
リナクロチド… 166, 167, A-8
利尿薬……………………  127, 
128, 139, 193, 195

リネゾリド  ……… 280, A-19
リノジェット → クロモグリク酸
リノロサール　→ ベタメタゾン
リバーロキサバン………   217
リパスジル………… 261, A-16
リバスタッチ → リバスチグミン
リバスチグミン……… 99, A-5
リバビリン…………  170, A-9
リバロ　→ ピタバスタチン
リピディル → フェノフィブラート
リピトール　→ アトルバスタチン
リファジン　→ リファンピシン
リファンピシン…… 282, A-19
リプル　→ リポPGE1
リフレックス　→ ミルタザピン
*リポPGE1 …………… A-12
リポクリン　→ クリノフィブラート
リポタンパク質  …  228, 229
リボトリール　→ クロナゼパム
リポバス　→ シンバスタチン
リマチル　→ ブシラミン
リマプロスト アルファデクス
   ………………… 215, A-12

リモデリング  …………… 235
硫酸アトロピン「ホエイ」　→ アト
ロピン

硫酸カナマイシン　→ カナマイシン
硫酸キニジン　→ キニジン
硫酸ストレプトマイシン　→ ストレ
プトマイシン

硫酸鉄  …………… 218, A-12
硫酸ポリミキシンB　→ ポリミキシ
ンB

硫酸マグネシウム…………  204
*硫酸マグネシウム・ブドウ糖配
合 …………………… A-11

リュープリン　→ リュープロレリン
リュープロレリン… 302, A-21
緑内障治療薬  …… 259, 260
リラグルチド……… 224, A-13
リリカ　→ プレガバリン
*リルピビリン・エムトリシタビン・
テノホビルアラフェナミド配合
 …………………………… A-20

リレンザ　→ ザナミビル
リンコシン　→ リンコマイシン
*リンコマイシン ………  A-19
リンコマイシン系抗生物質
 …………………………  279

輪状筋………………………  152
リンゼス　→ リナクロチド
リンデロン　→ ベタメタゾン
リン酸ナトリウム塩………  164
*リン酸ナトリウム配合錠 …  A-8
ループ利尿薬………………  196
ルーラン　→ ペロスピロン
ルゲオン　→ クロモグリク酸
ルジオミール　→ マプロチリン
*ルセオグリフロジン …  A-13
ルセフィ → ルセオグリフロジン
ルネスタ　→ エスゾピクロン
ルネトロン　→ ブメタニド
ルピアール → フェノバルビタール
ルビプロストン  ……166, A-8
ルフィナミド………………  89
ルプラック　→ トラセミド
ルボックス　→ フルボキサミン
ルミセフ　→ ブロダルマブ
ルリオクトコグアルファ   213
レイアタッツ　→ アタザナビル
冷感過敏……………………  299
レキサルティ　→ ブレクスピプラ
ゾール

レキソタン　→ ブロマゼパム
レギチーン　→ フェントラミン

レキップ　→ ロピニロール
レクサプロ　→ エスシタロプラム
レクトス　→ ジクロフェナク
*レゴラフェニブ・タゾバクタム
配合 …………………  A-18

*レジパスビル・ソホスブビル配
合 ………………………  A-9

レスキュードーズ  ……… 112
レスキュラ　→ イソプロピルウノプ
ロストンレスタス　→ フルト
プラゼパム

レスタミンコーワ　→ ジフェンヒド
ラミン

レスミット　→ メダゼパム
レスリン　→ トラゾドン
レセルピン  …… 50, 144, A-2
レダコート　→ トリアムシノロン
レドニゾロン……………   233
レトロゾール……… 301, A-21
レナデックス　→ デキサメタゾン
レニベース　→ エナラプリル
レニン-アンジオテンシン系
 …………………………  123

レニン-アンジオテンシン系に作
用する抗高血圧薬 ……  142

レニン阻害薬………………  144
*レパグリニド ………… A-13
レパーサ　→ エボロクマブ
レバミピド
 …… 161, 262, A-7, A-17

レバロルファン……  109, 179
レビトラ　→ バルデナフィル
レフィキシア　→ 第Ⅸ因子
*レフルノミド …………  A-15
レペタン　→ ブプレノルフィン
*レベチラセタム ………… A-4
レベトール　→ リバビリン
レベミル　→ インスリンデテミル
レボドパ……………………  95
*レボドパ・ベンセラジド配合
 …………………………  A-4

レボドパ賦活薬  ……………97

レボブノロール……  260, A-2
*レボブピバカイン ……… A-2
レボフロキサシン
 ………… 280, 282, A-19

レボホリナート……………  296
レボレード　→ エルトロンボパグ
レミガン　→ ビマトプロスト
レミケード　→ インフリキシマブ
レミゲン　→ グリチルリチン製剤
レミニール　→ ガランタミン
レミフェンタニル……104, A-5
レメロン　→ ミルタザピン
レラキシン　→ スキサメトニウム
レリフェン　→ ナブメトン
ロイケリン　→ メルカプトプリン
ロイナーゼ　→ L-アスパラギナーゼ
労作性狭心症  …………… 135
ローコール　→ フルバスタチン
ローヘパ　→ パルナパリン
ロカイン　→ プロカイン
ロカルトロール → カルシトリオール
*ロキサチジン ………………  A-7
ロキソニン　→ ロキソプロフェン
ロキソプロナール　→ ロキソプロ
フェン

ロキソプロフェン… 247, A-15
ロキフェン　→ ロキソプロフェン
ロクロニウム…………  67, A-3
ロコイド　→ コルチゾール
ロサルタン
 …………   142, 228, A-7

ロスポリア　→ ロペラミド
ロゼレム　→ ラメルテオン
ロチゴチン……………  96, A-4
ロドピン　→ ゾテピン
*ロトリザ  ……………… A-14
*ロミタピド ……………  A-13




